九戸村再生可能エネルギー導入計画策定業務仕様書

1. 事業名
九戸村再生可能エネルギー導入計画策定業務

2. 業務期間
　　契約締結日から令和４年１月28日（金）まで

3. 業務企画提案上の留意事項
(1) 業務のめざす姿
1 　県外の民間企業において、村内での風力発電設置工事を予定しているものの、大規模な再生可能エネルギー導入が難しい本村において、将来的に地域資源を活用した資源循環型のエネルギー自給を可能とするための実現可能で、かつ、具体的な行動計画を作成する。
2 　併せて、人口減少が顕著な本村において、地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入により、地域で経済が循環できるような産業構造の変革に資する具体的な行動計画とする。

(2) 業務必須事項
1   本村において再生可能エネルギー導入に必要な基礎的データを整理すること。
2 　本村におけるエナルギー消費の実態を調査すること。
3 　本村における再生可能エネルギーの可能性を調査すること。
4 　村民及び村内事業者の再生可能エネルギー導入に係る意識を調査すること。
5 　本村において村内の森林資源の保全と有効活用を両立させた木質バイオマスエネルギーの導入シナリオについて明確にすること。この場合、経営的視点を重視すること。

(3) 業務遂行上留意すべき視点
1   本村の計画策定において、単に国の方針や他の地域の事例をなぞった抽象的な計画ではなく具体的でオリジナリティのある計画であること。また、実務的知見を有さない学術経験者や実用性のない委員会は不要であること。
2 　村役場内において、必ずしも十分にデータが揃っていないことを留意すること。
3 　本村は小さな自治体であることから、より具体的な固有名詞がわかるような調査及び計画をめざしたいこと。
4 　ただし、補助金交付元である公益財団法人日本環境協会が公表している公募要領や説明資料に十分配慮すること。
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